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明治、⼤正、昭和にわたって⽇本の経済界を駆け抜けた、倉敷市連島町⻄之浦(浅⼝郡⻄之浦村)出⾝の実業

家中⼭説太郎が、彼の故郷(⾼梁川東岸連島町⼤平⼭の南麓)に建てた武家屋敷風住宅です。建設は、明治 44
年(説太郎 38 歳)に始まり、⼤正８年に、ほぼ 10 年の歳⽉をかけて完成します。 

主屋は敷地中央に南⾯して建つ⼊⺟屋造りの平屋建てで，屋根の周囲に深い軒の下屋をまわし，正⾯に⼊⺟
屋造りの⽞関を出しています。内部は中廊下を通して前後に座敷を並べ，⼗五畳の表座敷に⼤ぶりの座敷飾りを備
えます。良材を⽤いた上質な造作をもつ豪壮な和風住宅です。主屋の⻄側に接続する離れ屋及び内蔵は，客座敷
である瀟洒な離れ屋と家財蔵である重厚な内蔵を連結した特⾊ある附属建物です。敷地後⽅の⾼い⽯積み基礎上
に⼟蔵造り外壁⿊漆喰塗りの中蔵と⽶蔵が並んで建つほか，敷地正⾯には間⼝が 27 メートルに及ぶ⻑⼤な⻑屋
門が建ち，重厚な屋敷構えを形成しています。 

中⼭家は、江⼾期の幕末まで成⽻の交替寄合⼭崎家(維新直後に成⽻藩に格上げ)が所領する連島４村(⻄
之浦村、⽮柄村、⻲島新⽥村、鶴新⽥村)の陣屋に勤める武⼠でした。説太郎の⽗・才⼀郎もその⽗・貞造とともに
陣屋勤めの下級武⼠です、明治維新時 19 歳、武⼠から⼠族になります、そして、説太郎の誕⽣が明治６年です。
⼠族には、秩禄(いわば年⾦のようなもの)が⽀給されますが、明治 9 年、わずかな恩典を与えて、制度は廃⽌になり
ます(秩禄処分)。この処分を受けて、⼠族たちはどうしたか！ 中⼭家は、説太郎の教育に投資します、教育を受けた
説太郎は実業の世界へ踏み出し、富を蓄えていきます。キャリアを積んで、久原財閥の⼤番頭になりますが、ちょうどそ
の頃、この住宅を起⼯します。「お城のような家に住みたい」という⺟・⿅野の要望に応えて・・・と、建設動機を語ってい
ます。⼀⽅、財界⼈との交流の中で、ステータスとしての邸宅を持ちたいとの切望もあったはずです。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

利⽤案内 
■開館時間 
10:00〜16:00 
■開館⽇ 
⼟、⽇曜⽇および祝⽇ 
(年末年始は休館です) 
■⼊館料 
⼤⼈⼀般 500 円(400 円) 
⼩中学⽣ 300 円(200 円) 
未就学児 無料 
 ※( )内は、団体 20 名様以上 

交通案内

 
国指定登録有形⽂化財 旧中⼭家住宅 
712-8001 倉敷市連島町⻄之浦 2955 Tel.(仮)090-6839-7737 E-mail.info@nakayamake.com 

nakayamake.com 
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